
 

 
 
 

           平成 24 年６月度  第 3 次バ－ジョンアップ項目 

 

1. 鉄骨コマンドを開発。 

2. 折半受けの配置位置を変更。 

3. 寄棟システムの母屋システムの 45 度以外の物件対応。 

4. 火打ち梁のリブのパタ－ンの追加。 

5. 梁の単品加工図の表記を勾配表記を追加。また通り芯、柱、仕口等も表記可能に。 

6. 梁の修正画面にキ－プラン窓を追加。 

7. 梁部材入力でコピ－の貼り付け機能を追加。 

8. ベ－スパタ－ンに新しくクリア-ベ－スを追加。 

9. 平面ブレスの４面亀の甲と小梁が下がった場合のガセット緩衝の表記。 

10. 大梁の入力時に上下のフランジが柱の R に当たる場合自動処理で逃げる処理を開発。                                                                                               

11. 仕口のタイコリストに A4 に 1 コア表記を開発、追加。 

12. 柱単品図において、断面の重なるケ－スを改善。 

13. 階高入力画面で階高合計を表記するようにしました。 

14. 保守契約専用のバ－ジョンアップコマンドを物件設定の画面に追加。 

15. 部材マスタ－選択画面の柱の R 表記を削除しました。 

16. サ－バ－等に登録できるシステムになりました。 

17. 梁配置の画面に通り追加コマンドを追加しました。 

18. H 柱の勾配ポイントを柱面と柱芯の 2 パタ－ンの選択を可能に改善。 

19. 平面ブレスの柱芯対応の形状が可能になりました。 

20. 耐震ブレスに対応。 角パイプ、丸パイプの差込プレ－ト、CT ジョイントに対応。  

21. 軸ブレスの一体型ブレスの形状を小さくするように修正。 

22. 梁単品図、及び梁詳細図にブレスガセットを表記しました。 

 
 

 

 

 

 



 

 

1.1.1.1.    鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨コマンドコマンドコマンドコマンド機能機能機能機能（（（（ガセットガセットガセットガセット型板型板型板型板エディットエディットエディットエディット））））    

・ ガセット形状をエディットする機能です 梁配置の中に[[[[鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨コマンドコマンドコマンドコマンド]]]]ボタンを追加しました 

ボタンを押すと、汎用コマンドメニューに入ります 

（※形状変更は、ガセット合番を振った後しか出来ません）  

    エディットしたガセットは、柱・梁の詳細図と単品図の板表示 ガセット型紙出力に対応します 

 

 

 

[[[[型板型板型板型板エディットエディットエディットエディット]]]]    

  ガセット修正したい梁を、伏図から選択します(ガセットが付かない剛接等は選べません) 

  （※ まだガセット合番を振っていない場合、あるいは合番を振った後、梁・柱に変更があった場合、 

ガセット読み込みするか否かの選択が表示されます） 

 



 

伏図から梁を選ぶと画面が切り替わります 

修正したいガセット側の[[[[ガセットガセットガセットガセット修正修正修正修正]]]]ボタンを押して下さい 汎用コマンドが起動します 

修正が終了したら、[[[[終了終了終了終了]]]]ボタンで元の画面に戻ります 

   

. 

  鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨コマンドコマンドコマンドコマンド画面画面画面画面    

    

  ・合番、上下の切り欠きの設定もここで行えます 

   （※ ガセット図だけを修正しても、施工図で切り欠きの判断は出来ません） 

・ エディットを終了し、施工図に反映させたい場合は、[[[[保存保存保存保存    終了終了終了終了]]]]ボタンを 

エディット内容を破棄したい場合は、[[[[キャンセルキャンセルキャンセルキャンセル]]]]ボタンで元に戻ります 

  ・汎用コマンドの操作方法は[Help][Help][Help][Help]ボタンで確認出来ます 



 

 

  [[[[型紙一覧型紙一覧型紙一覧型紙一覧    確認確認確認確認]]]]    

   

  エディットメニューの[[[[型紙一覧型紙一覧型紙一覧型紙一覧    確認確認確認確認]]]]を押すと、物件で使用する型紙の一覧が表示されます 

 

  一覧から型板を選択し[[[[エディットエディットエディットエディット]]]]ボタンを押すと、エディット画面に移ります 

  エディットを解除したい場合は、解除したいガセットを選択し、[[[[エディットエディットエディットエディット解除解除解除解除]]]]ボタンを押して下さい 

 

 

  ・尚、既に修正済みの型板を選んだ場合、下記のメニューが表示されます 

 
[[[[再編集再編集再編集再編集]]]]  前回修正した状態からエディットをする 

[[[[修正修正修正修正    解除解除解除解除]]]]  ガセットのエディットを解除し、通常状態で作画させます 

[[[[修正修正修正修正    初期化初期化初期化初期化]]]]  前回修正した内容を破棄し、新たにエディットを開始します 

[[[[戻戻戻戻るるるる]]]]            修正をせず戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

※ ガセットガセットガセットガセットのののの鉄骨鉄骨鉄骨鉄骨コマンドコマンドコマンドコマンド    注意点注意点注意点注意点    

・ ガセットの汎用修正は、型板合番ごとになります 

同じ合番のガセットを使用している梁、全てが変更されます 

 

・ 梁、柱等の変更により、使用するガセット合番が変更された場合。 修正状況もキャンセルされます 

（新規ガセットになった場合、修正されていない新規状態に 

 他の梁等で使用しているガセットになった場合、そちらの修正状態に準じます） 

 

・ ガセット合番を振った後なら、梁修正画面でも汎用修正が可能です 

・  
※ガセット合番が決まる前は、選択出来ないようになっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

・ [[[[原寸型紙設定原寸型紙設定原寸型紙設定原寸型紙設定]]]]の[[[[型紙確認型紙確認型紙確認型紙確認]]]]内でも汎用コマンドは可能です 

・  

   
 

 

2.2.2.2.    嵩上嵩上嵩上嵩上げげげげ材材材材・・・・折板受折板受折板受折板受けのけのけのけのズレズレズレズレ対応対応対応対応    

 

・ 嵩上嵩上嵩上嵩上げげげげ    

嵩上げの個別入力時、修正時に[[[[芯芯芯芯ズレズレズレズレ]]]]の項目を追加しました 

梁芯を基準に、案内図に沿った数値を入力して下さい（初期値は０=梁芯です） 

 

 



 

 

・ 折板受折板受折板受折板受けけけけ    

折板受けのメニューに[[[[折板受折板受折板受折板受けけけけ    位置変更位置変更位置変更位置変更]]]]ボタンを追加しました 

   

   

  １・合合合合わせわせわせわせに、合わせたい番号を入れます(梁が配置してある通りが基準になります) 

  ２・上記で選択した通りをポイントを基準に、ズレ寸法を入力します 

  ３・伏図上で、ズレを移動させたい折板受けを範囲選択します 

(始点決定後、マウスボタンは離すこと ボタンを押しっぱなしにすると画面拡大になります) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3.3.3.3.    寄棟寄棟寄棟寄棟    45 度以外度以外度以外度以外のののの寄棟寄棟寄棟寄棟にににに対応対応対応対応    
    

    

    

 

 
 
    

    

    



    

    

4.4.4.4.    火打火打火打火打ちちちち梁梁梁梁リブリブリブリブ形状選択追加形状選択追加形状選択追加形状選択追加    
 

[基本データ]－[基準設定]－[ガセット初期設定] 

火打ち梁リブ形状の設定を追加しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

5.5.5.5.    梁単品図梁単品図梁単品図梁単品図    勾配出力追加勾配出力追加勾配出力追加勾配出力追加    

 

[詳細図]－[梁詳細図]－[単品加工図作成]－[設定] 

勾配梁出力の選択を追加しました 

文字サイズの設定を追加しました 

 

勾配で出力 

通り芯、柱、ブラケット出力選択と色設定を追加しました。 

 



 

 

6.6.6.6.    梁梁梁梁のののの修正修正修正修正    キープランキープランキープランキープラン表示追加表示追加表示追加表示追加    

 

[伏図]－[梁配置]－[梁の修正] 

キープラン表示機能を追加しました 

キープラン表示切替ボタンで ON,OFF できます 

キープランをドラックすることで、好きな位置に移動できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

7.7.7.7.    梁部材入力梁部材入力梁部材入力梁部材入力    右右右右クリッククリッククリッククリックででででコピーコピーコピーコピー、、、、貼貼貼貼りりりり付付付付けけけけ機能機能機能機能のののの追加追加追加追加    

 

[基本データ]－[梁部材入力] 

コピー元の部材で右クリックして、コピーをクリックします 

コピー先の部材で右クリックして、貼り付けをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

8.8.8.8.    クリアベースクリアベースクリアベースクリアベース対応対応対応対応    

    

[アンカープラン]－[ベース作成] 

14:クリアベースを追加しました 

 
 

 

9.9.9.9.    HHHH 型鋼型鋼型鋼型鋼ベースパックベースパックベースパックベースパック H9030H9030H9030H9030 追加追加追加追加    

H 型鋼ベースパック H9030-28F2 をマスター追加しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

10.10.10.10.    梁配置梁配置梁配置梁配置    ＲＲＲＲ逃逃逃逃げのげのげのげの自動対応自動対応自動対応自動対応    

            梁を配置した時にコラム柱のＲを自動的に逃げるようにしました。 

 

    

    

    

    

逃げは､Ｒ端からの距離を入力してください    

    



    

    

11.11.11.11.    タイコリストタイコリストタイコリストタイコリスト出力出力出力出力パターンパターンパターンパターンのののの追加追加追加追加    

   タイコリスト出力パターンに[A4[A4[A4[A4 紙紙紙紙にににに 1111 コアコアコアコア]]]]と[[[[A3A3A3A3 紙紙紙紙にににに 2222 コアコアコアコア]]]]のパターンを追加しました。 

    (通り名で合番をつけた時のみ有効です) 

 

 

デフォルトは A4 用紙１コア出力になります。 

 

 

12.12.12.12.    柱単品図修正柱単品図修正柱単品図修正柱単品図修正    

断面位置の重なり等が修正しました。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

13.13.13.13.    階高合計表示階高合計表示階高合計表示階高合計表示    

階高入力で階高合計を表示しました。 

 

 

 

 

14.14.14.14.    保守契約保守契約保守契約保守契約ダウンロードページダウンロードページダウンロードページダウンロードページへのへのへのへのリンクリンクリンクリンク    

保守契約ダウンロードのホームページへのリンクに対応しました。 

 
［［［［初期設定初期設定初期設定初期設定］］］］－［［［［工事設定工事設定工事設定工事設定］］］］より［［［［保守契約保守契約保守契約保守契約ダウンロードダウンロードダウンロードダウンロード    ］］］］ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

15.15.15.15.    部材部材部材部材マスターマスターマスターマスター表記変更表記変更表記変更表記変更    

部材マスターにてコラムのＲを表示しないようにしました。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    



    

    

16.16.16.16.    物件物件物件物件データデータデータデータ複製機能複製機能複製機能複製機能のののの追加追加追加追加    

    

施工図終了時、サーバー等に物件データの複製を行えるようにしました。 

    

複製をする場合は、項目にチェックを入れ、複製先フォルダを指定してください。 

物件データの複製は、施工図終了時または工事変更時に行われます。 

 

 

 

 



 

    

17.17.17.17.    梁配置画面梁配置画面梁配置画面梁配置画面へへへへ""""直交通直交通直交通直交通りりりり追加追加追加追加""""ボタンボタンボタンボタンがががが追加追加追加追加    

梁配置画面へ"直交通り追加"ボタンを追加しました。 

 

    

    

    

18.18.18.18.    水勾配水勾配水勾配水勾配、、、、合掌設定合掌設定合掌設定合掌設定のののの HHHH 柱柱柱柱のののの基準基準基準基準ポイントポイントポイントポイント追加追加追加追加    

水勾配、合掌設定の H 柱の基準ポイントに柱面を追加しました 

    

        <<<<柱芯>か<柱面>をマウスで選択してください。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

19.19.19.19.    平面平面平面平面ブレスブレスブレスブレスののののシートシートシートシート形状形状形状形状をををを追加追加追加追加しましたしましたしましたしました    

  コラム柱でポイントが柱芯の場合にシート形状を変更できるようにしました。 

 

  ［シート形状変更ボタン］で切り替えします。 

 

 ＊角度は３０度、切取長は変更できません。 

 

 

  従来のシート形状 

 

 

  原寸型紙の出力（柱部分の切り欠きはしません） 

 

 

 

20.20.20.20.    耐震耐震耐震耐震ブレスシステムブレスシステムブレスシステムブレスシステム（（（（角角角角パイプパイプパイプパイプ））））をををを新新新新しくしくしくしく開発開発開発開発しましたしましたしましたしました    

 ①ブレス部材は「B」で入力して下さい。 

 ②ジョイントは差込プレートタイプとCT使用タイプの２種類です。 

 ③配置等は他の部材と同様に行います。 

 ※丸パイプ・角パイプともに１面せん断は対応していません。 

 

  「ジョイント」-「ブレスタイプ選択画面」 

 

 



 

 

  ＜差込プレートタイプ＞ 

 

 

  ＜ＣＴ使用タイプ＞ 

 

 

 ＜配置例＞ 

  「新規」で配置した後に、「パターン作成」で２面のガセットを１つに結合します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

21.21.21.21.    軸軸軸軸ブレスブレスブレスブレスのののの１１１１体型体型体型体型    

  Ｈ柱の場合のリブの検索を修正しました。 

  ・ブレスシートの下端から一番近いリブに合わせるようにしました。 

   （小梁天端から８００ミリ以内にあるリブを検索します） 

 

  従来はシート下端から上下約５０ミリの範囲のリブだけを見ていました。 

 

 

 

22.22.22.22.    ブレスブレスブレスブレス部材入力部材入力部材入力部材入力をををを修正修正修正修正しましたしましたしましたしました    

 ・部材入力時に材種の一覧を表示します。 

  一覧の番号を入力、またはマウスクリックで選択します。 

 

 

  

 ・部材入力表内でマウスで部材を複写できるようにしました。 

 

  ①右マウスクリックで複写元をコピーします。 

 

 

  ②右マウスクリックで複写先に貼り付けします。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

23.23.23.23.    梁詳細梁詳細梁詳細梁詳細、、、、平面平面平面平面ブレスブレスブレスブレスのののの断面図断面図断面図断面図をををを作図作図作図作図するようにしましたするようにしましたするようにしましたするようにしました    

 

 

 

 

 



 

 

＜胴縁システム＞ 

 

１．コーナーの角パイプと柱を取り合うピースを配置できるようにしました。 

  「ピース編集」-「手動配置」-「コーナーピース」で配置します。 

 

 

 

 

①柱側（軸組ピース）のピース符号を入力します。 

 

 ②角パイプ側（胴縁ピース）のピース符号を入力します。 

  柱側のピースと孔形状（孔径・孔数・孔ピッチ）が一致したピースだけをリストに表示します。 

  ※角パイプ側にＰＬ固定（ピース長さが有る）のピースを使用する場合の柱側のピースの取付位置は角パイプ側のピースの長さで決まります。 

   角パイプ側に穴芯固定（ピース長さが無い）のピースを使用する場合は、角パイプ芯からピース芯までの寸法を入力します。 

 

 ③基準となる直線を選択し、直線からの距離を入力します。（複数選択可） 

  ［決定］ボタンまたはＥｎｔｅｒキーで選択を確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ④ピースを配置する胴縁を選択します。コーナーピースを配置します。 

  連続して同じ高さで別の胴縁に配置できます。 

 

 

 

 ※取付位置は配置する胴縁から見た左右です。 

  

 

２．本体（柱、梁）と取り合う胴縁ピースを配置できるようにしました。 

  「ピース編集」-「手動配置」-「内胴縁」で配置します。 

 

 

 

 ①本体（柱、梁）と取り合う胴縁ピースのピース符号を入力します。 

   柱（梁）と胴縁のクリア寸法を入力します。（ピース配置時に胴縁のクリア寸法にセットします） 

 

 ②柱面または梁面の直線を選択します。（複数選択可） 

  ［決定］ボタンまたはＥｎｔｅｒキーで選択を確定します。 

 

 ③ピースを配置する胴縁を選択します。（複数選択可） 

  ［決定］ボタンまたはＥｎｔｅｒキーで選択を確定します。 

 

 ※内胴縁ピース配置に使用した柱面（梁面）の直線は色を変えて表示します。 

 ※Ｈ柱のウェブに取り付く場合等の飲み込み分は計算していません。（柱面で配置します） 

 ※現在、施工図とは連動していません。（詳細図には作図しません）     

 



 

 

３．Ｃ材の縦使いに対応しました。 

  「胴縁編集」-「個別修正」で変更します。 

  部材サイズの左にチェックボタンを追加しました。 

 

 

 

   刃の向き・・・下向き（背側を表示します） 

 

 

   刃の向き・・・上向き（リップ側を表示します） 

 

 

 ※ピースの自動配置 

  胴縁ピースは縦使いの胴縁側が溶接になるように配置します。 

 

 ※現在、一部対応していない機能があります。 

  ・「胴縁編集」-「抱き合わせ」で選択できません。  

  ・「胴縁編集」-「一括修正」で選択できません。  

  ・加工図にはピース加工を表示しません。 

  ・ＮＣデータ出力はピース加工を出力しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．胴縁加工図（Ｂ４縦４列を除く）を修正しました。 

  コーナーの角パイプの溶接ピースをウェブ側に断面で作図するようにしました。 

 

 新しい表示                               従来の表示 

 

 

 

５．割付図の出力画面で元図の有無を変更できるようにしました。 

  チェックボタンを追加しました。 

 

 

 

 

６．集計表を工区毎に改ページできるようにしました。  

  チェックボタンを追加しました。 

 

 


